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子 ど も が 成 就 感 を 味 わ う 生 活 科 学 習
一第 ２学 年 単元 「 ミニ星 野川を つ くろう」 の実践を 中心 に－
Sence of Attainment in the Activity of “Seikatsu-ka ” (the Subject for
Social Life and Living Environment)




















































































































































ヤマメ 山間部の川。瀬の礫底で産卵。 水生・陸生 昆虫
ドンコ 小石や砂の混じる川底。川底に潜る。 甲殻類・小魚・昆虫
アブラメ 淵や淀み。平 瀬の岸よりo 雑食・底生生物
サワガニ 渓流や清水。小石や石垣の穴のなか。 雑食・水生 昆虫
































































ヤマメ １ 深 いところ １ (絵で表現 一意味不明) １
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（6） 本時の授業記録と考察
①　 《つかむ段階》























Ｃ ９　水槽 のなかに入れてお くと上手に泳げないか
らですo









































深さ は，20センチぐ らいにします。 コケも入れ
ます。住み家は，石 の下を掘りま す。
C12　 なぜ，流れが速い ところ にっ くるのですか。
C13　 ヤマメは，流れが速いと ころ に卵を産むか
らで す。
C14　 な ぜ，深さを20 センチにするのですか
C15　 浅 すぎても深すぎてもい けな いからです。




























オ ヤ ニ ラ ミ グ ル ー プ ヤ マ メ グ ル ー プ
1， 砂をすくって出す。



























C39　 石を置いて，家 やト ンネルをつ
くり ます。
４，砂利を石 の家のなかに入れる。
C40　 ここがお城よ。（ 草 の根 っこを
広げてやるo） だって折 れ てない
もの。
C41　 石を入れよ う。丈夫そう。





C45　 枯れてないのもあ るよ。（水 槽
のなかの草を取り 出して植える｡）
C46　 元気よ。（水槽のな か の オヤニ
ラミを見る｡）



















C58　 ヤマ メの住 み家になるよ うに隠
れ家をつ くっていま す。 ここに草
を 植え るのは，草 は，流 れが緩や
かな所 に生え ているからで す。




C60　 ヤマメは， 流れが速 くて石 のあ
るところに卵を 産むからで す。
C61  ( 住み家を つくってい る間 に，




ハ ヤ グ ル ー プ
C62  ( すぐ掘り始める｡）
C63  ( 掘 るのにたいへん苦労する。
15センチ掘 る｡）
C64  ( ど こまで掘るか線を引 く｡）
全然捐れんね。
C66　 もう少し頑張ろ う。
C67  (4 箇所に別れて掘り進 む｡）









C74　 草 は，横 の方がいいよ。
C75　 端 っこ（左岸） に変え るよ。
C76　 石垣 をつくらないといけないね。
C77 （ みんなで石垣をつくり始める｡）
C78　 石 垣ば作ってどげ んすると ？
C79　 卵を 産むところを作 るとたい。
C80　 ト ンネルをつくろ う。
C81 （ 大きな石の隙間 に, 小 さな石
を置いていく｡）
C82  ( 苔を置き始 める｡）
C83  ( 石垣の間に, 草を置き始 める｡）
C84  ( 苔を石の隙間に置く｡）
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６，杭を入れる。










































C85  ( 最初 に全員でコイを放ち，その動きを 観
察する｡）
C86  ( それぞれのグループに別れて生 きものを
放つ｡ ）
C87  ( 生 きものの動 きを観察したあと， 住み家
を作り替えていく｡）
（ オヤニ ラミグループ》
C88　 あそこに（ 住み家）に入れてあげ よう。
C89　 流されるよ－。　　　　　　　　　 ’
C90　 住み家の入り口を閉めてしまうと いいよ。




C93　 あっ， すごい，上 の方 に上 っ てい くよ。
（ ヤマメを追いかけていく。）
C94　 滝の所まで上りっ いたよ。あ っ，飛び跳ね
てる。
C95　 石垣 の中に も隠れたよ。
-





C96　 上の方 にばかり上 って，下 には下らないね。
C97　 下の方 にも石を 置い て，流れが急な所を作







の隙間を広げたり，新 しく積 み重 ねたり す
る｡）
C102　 ハヤグループは，違 う種類 の草を端っこ
の方 に置いているのが良いと思います。






その中 にヤマメが入 ったから良かったで ず。
゛C106　 コイグル ープは，竹が動かないように，
竹の上 に石を置いたのが良か ったでず。






































C108　 魚を放 したと ころ です。
C109　 コイが反対 に泳い だと ころです。
Clio　 生 きものの住 み家を作 って， その中 に魚
が隠 れたことです。
cm　 いろいろ他の学年 にお手紙を書 い たり，
ポスターを作って知らせたら良 い と思い ま
す。



















・たいへん好き-9 人　 ・だいたい好き －10 人
・あまり好きでない －　O 人　　　 ・きらい －　O 人
と答えている。(N19)
これは，生活科の学習が子どもたちにとって十分に
成就感を味わえるものになっているからであるといえ
る。
生活科が好 きな理由については，
・書いたり作ったり遊んだりできるから。
・教室の外で勉強ができるから。
・自分でするのでわかりやすいから。
・したことを誉めてもらえるから。
・わかったことを他の人に教えられるから。-
・テストが少ないから。
15 人
11 人
↓O人
8人
7人
2人
と答えている。（人数は，延べ人数）
これは，身近な素材の活用や体験の重視，承認・教
える場の設定の大切さを示すものである。
この結果から，研究の仮説である「地域固有の素材
の教材化」，「わかる・認められる・教えるの３段階の
単元構成」，「計画・体験・表現の３活動の設定」の有
効性が認 められる。
（1） 研究の成果
本論における実証的研究により，生活科学習におい
て子どもたち一人ひとりに成就感を味わわせるために
は， 次の手立 てをとることの有効性が明らかになった。
①　教材化の条件
○　 こどもの生活に根ざしたものであること。
日常体験していることを，自然な形で学習活動
に取り入 れる。
○　地域や学校の環境に根ざしたものであること。
地域の行事や校庭の樹木・池・遊具など，身近
な自然や社会的環境を発達段階に応じて精選し活
用する。
○　 子ども一人ひとりの個性を生かし，伸ばすこと
ができる ものであること。
自分の考えが生かされ，その子らしさが見える
-
活動や体験を仕組む。
②　単元構成の工夫
〇　 子どもの活動が，「わかる」→「認 められる」
→「教える」の過程で深化発展するように単元の
計画を立てる。
・　子どもの活動が連続発展し，活動に創意・工夫
が生かされるものであること。
・　活動の広がりや深まり，他との交流を必然的に
必要とするものであること。
Ｏ　 「わかる」→F 認められる」→「教える」のそ
れぞれの段階に，計画・体験・表現の３活動を仕組
む。 ３活動の条件は，次のとおりである。
【計画】一 子どもの知的好奇心を剌激し，観察や
製作によって体験が見通せ，子どもの個性
的発想が生かせる活動であること。
【体験】一 子どもにとって未知なこと，反復して
直接的な身体表現で事象にはたらきかける
ことが可能な活動であること。
【表現】一 表現の方法が選択でき，事象の継続的
な変化や「見方」「感じ方」「判断力」「追
究態度」「表現力」などが， 効果的にとら
えられる活動であること。
（2） 今後の課題
①　評価の観点・方法の明確化をはかること。
②　生き生きとした学習展開を生み出す教科書の活
用を工夫すること。
○　おわりに
一人ひとりの子どもが成就感を味わうこと，それが
学習を成立させ，個性を伸長するのである。
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